
［事案 23-114］ 新契約・転換契約無効確認請求  

・平成 24年８月 30日  和解成立 

＜事案の概要＞ 

申立契約（３契約）について、契約者に無断で契約の転換及び新規に契約を締結してい

ることを理由に、既払込保険料の返還を求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

 昭和 62年 10月には②契約を③契約に、平成３年 12月には①契約を④契約に転換してお

り、平成 22 年３月には⑤契約に新規加入しているが、下記の理由により、上記転換及び新

規加入は無効であることから、既払込保険料を返還してほしい。 

(1)③契約については、②契約の受取人を、父親から妻へ変更するつもりで、募集人（申立

人の姉）に言われるままに書類に署名捺印した結果、②契約から③契約ヘ契約転換させ

られていた。 

(2)④契約については、①契約から転換するという話は一切なく、新規で保険契約を締結し

たという認識でいた。 

(3)⑤契約については、申立人の妻より募集人に対して、保険料の支払いが大変なので支払

額を減額してほしい旨要請したところ、募集人より、保険料を半額にする旨返答があり、

その後、家族の誰のどの保険をどのように変更するかについて一切説明がないまま、募

集人が指し示す署名欄へ次々と署名捺印をさせられた結果、契約を新規に締結した扱い

となっていた。 

＜保険会社の主張＞ 

下記の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)募集人に確認したところ、古い契約については記憶が定かではない部分があるが、いず

れの契約も申立人の姉という立場を利用して、申立人の意思に反して手続をした事実は

ないとのことであった。 

(2)契約時には、設計書（契約概要）等を使って申立人に契約内容を説明し、ご契約のしお

り（定款・約款）を手交し、申立人が契約内容を確認のうえ、生命保険契約申込書に自

署押印されている。 

(3)上記のとおり、申立人が主張するような不適正な契約募集を行った事実は確認されなか

った。 

＜裁定の概要＞ 

裁定審査会では、当事者から提出された申立書、答弁書等の書面および申立人、募集人

からの事情聴取の内容にもとづき審理した。 

審理の結果、下記(1)～(3)の事情を踏まえ、申立内容は認められないことから、③契約

及び④契約への転換無効請求については、指定（外国）生命保険業務紛争解決機関「業務

規程」第 37 条にもとづき、裁定書をもってその理由を明らかにして裁定手続を終了した。

また、下記(4)の事情を踏まえ、⑤契約の無効請求については、本件は和解により解決を図



るのが相当であると判断し、指定（外国）生命保険紛争解決機関「業務規程」第 34項第 1項

にもとづき、和解案を当事者双方に提示し、その受諾を勧告したところ、同意が得られたので、

和解契約書の締結をもって解決した。 

(1)③契約の生命保険契約申込書を見ると、明らかに保険契約の申込書であり、既存契約の    

   変更申込書とは認められず、この書類の存在はむしろ転換契約の意思の存在を推認させ

るものである。 

 (2)④契約の生命保険契約申込書には、「転換契約とします」との記載があり、同じく転換意

思の存在を推認させるものである。 

(3)事情聴取において申立人は、各転換契約の際の具体的状況について「覚えていない」と

述べており、募集人もほぼ同様であり、また、同じく事情聴取において申立人は、「保険

は妻に任せていた」と述べていることから、申立人の妻が何らかの形で契約に関与して

いたことも考えられるが、契約後 20年以上も経過している現在において、明確な記憶が

ある可能性は極めて低いと言わざるを得ず、従って、申立人の主張を裏付ける証拠は存

在しないと判断せざるを得ない。 

(4) ⑤契約について、保険会社は適切に説明を行ったと主張するものの、早期紛争解決を

求め和解の意向を示しており、当審査会は、保険会社の意向は、紛争の全面的解決では

ないものの、紛争を減少させるという観点から妥当と判断し、申立人の主張の理由の有

無を判断することなく、和解案を提示し、その受諾を勧告する。 

 

 


